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２０１９年度 第１５回「若手研究者支援プログラム」のお知らせ 

 

 

奈良女子大学古代学・聖地学研究センターは、第 15 回「若手研究者支援プログラム」を、

8 月 25 日(日)・26日(月)の二日間、科学研究費基盤研究Ｂ「敦煌書儀・六朝尺牘文献の古

代日本への受容実態の展開」（代表：信州大学 西一夫）・科学研究費基盤研究Ｃ｢日本古代

における詩文表現の展開に関する基礎的研究」(代表：淑徳大学 白井伊津子)との共催で開

催させていただきます。 

今年度は、「近世萬葉学」を大テーマとし、江戸時代の真言僧にして古典学者であった契

沖(1604～1701)の萬葉学を中心に学ぶプログラムを行います。萬葉集の研究史は長く、平

安時代の訓読においてすでに始まっていますが、近世においては国学の隆盛に伴い萬葉集

研究も一つの画期を迎えます。本プログラムは、前期国学を代表する一人である契沖の学

問を中心に、賀茂真淵や本居宣長なども含めて近世の萬葉集研究を広く考察し、そのこと

によって現在の萬葉集研究を相対化する視点をもつことを目指します。 

第１日目は、二人の講師をお招きして公開講演会を開催します。古代語音韻史・日本語

学説史が御専門の釘貫亨氏と、近世思想史が御専門で岩波新日本古典文学大系『萬葉集』

校注者のお一人でもある大谷雅夫氏とに、契沖の萬葉学の特色について文学・語学・思想

など様々な側面からお話しいただきます。 

第２日目は、契沖のみならず賀茂真淵や本居宣長らも視野に入れ、近世萬葉学の大きな

潮流とその中でのそれぞれの学問の位置づけについて、専門を異にする研究者の方々に最

新の研究報告をしていただきます。その後、各報告をもとに会場の方々も交えて全体で討

議を行い、近世萬葉学をめぐる種々の問題について議論を深めていきます。 

この２日間のプログラムが、近代の萬葉集研究の礎ともなった近世萬葉学を捉え直し、

現在の萬葉集受容のあり方や萬葉集研究に内在する問題について、根本から捉え直す機会

になれば幸いに存じます。 

本プログラムは、主に語学・文学分野の若手研究者の研究支援を目的としていますが、

広く専門の研究者或いは一般の方々の御参加も歓迎しております。年齢やキャリア、専門

分野などを問わず、多数の方々が御参加くださることを期待しております。なお、大学お

よび研究機関等で御指導に当たられている先生方におかれましては、ぜひ大学院生・研究

生諸氏に本プログラムを御紹介くださいますようお願い申し上げます。 

                    奈良女子大学古代学・聖地学研究センター 

                     若手研究者支援事業担当  

奥村 和美 

 



第 15 回「若手研究者支援プログラム」 

近 世 萬 葉 学 

―契沖を中心に― 

 

主催 奈良女子大学古代学・聖地学研究センター 

共催 科研費基盤Ｂ「敦煌書儀・六朝尺牘文献の古代日本への受容実態の展開」 

（代表：信州大学 西一夫） 

科研費基盤Ｃ｢日本古代における詩文表現の展開に関する基礎的研究」 

(代表：淑徳大学 白井伊津子)  

 

第１部 公開講演会（無料） 会場 奈良女子大学 文学系北棟 202 教室 

令和元年 8 月 25 日（日）14 時～17 時 30 分（受付 13 時 30 分～） 

【講演】 

  契沖の古典注釈と言語研究           講 師：名古屋大学教授     釘貫  亨 

  萬葉代匠記の思想                   講 師：京都大学名誉教授    大谷 雅夫 

 

第２部 シンポジウム（無料） 会場 奈良女子大学 文学系北棟 202 教室 

令和元年 8 月 26 日（月）10 時～16 時 30 分（受付９時 30 分～） 

【研究報告】 

契冲の萬葉学と前期国学       報告者：筑波大学非常勤講師   樋口 達郎 

契沖の地名研究                 報告者：千葉大学准教授     兼岡 理恵 

賀茂真淵の萬葉学                報告者：日本大学准教授     高野 奈未 

契沖と宣⾧ それぞれのその後       報告者：関西大学教授      乾  善彦 

・質疑応答及び全体討議  司 会：奈良女子大学教授      奥村 和美 

 

 

 懇親会参加申込方法  

25 日講演会終了後の懇親会に参加される方は、事前にメールにて下記あてお申込み下さい。 

 申込締切 … 令和元年 8 月 18 日(日)までに必着。 

 申込先 … E-mail：k-okumura@cc.nara-wu.ac.jp 

  ☆大学院生以上の研究者を対象としています。 

  会場は近鉄奈良駅近くで、専任研究者 6,000 円 院生等学生 3,000 円 の予定です。 

  以下のフォーマットを御使用の上、上記宛先に、メールにて、お申込みください。標



題には「25 日懇親会参加申込( 氏 名 )」と御記入ください。 

 

 ※   ※   ※   ※   ※   ※   ※   ※   ※   ※ 

   ２０１９年度 第１５回「若手研究者支援プログラム」懇親会参加申込票 

 

氏名(ふりがな) 

所属大学／機関名 

所属学部／部署名 

学年／役職 

郵便番号 

住所 

電話番号 

メールアドレス 

 ※   ※   ※   ※   ※   ※   ※   ※   ※   ※  

以上 

 

    〒630-8506 奈良市北魚屋東町 

    奈良女子大学コラボレーションセンター205 号室 

       奈良女子大学古代学・聖地学研究センター 

            TEL・FAX：0742-20-3779 

            

 


